
第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）
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1

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２５年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

【交通安全対策】

・生活道路における施設改善

(ⅰ)転倒防止のための段差解消

道路上の雨水桝等の段差や開口部の改善

Ｌ型排水溝の横断勾配の緩和

路面のすべり止め設置等

(ⅱ)交通安全のための路面表示

狭小道路から交通量の多い交差点への注意表記

交差点での一旦停止やカラー舗装、左右確認のピクト表示

(ⅲ)事故防止のための死角の排除等

狭小道路における歩行者と自転車の接触防止（カーブミラー等の設置）

路上障害物の撤去

・事業費関連

【歳出】

歩行通路改修工事 千円

  直  接  事  業  費  A 9,949,800

    県　 支　 出　 金
財
源
内
訳

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

01 一般会計

07

23

根拠法令
条例

個別計画 等
－

平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート

担当課名 建設部　維持管理課

予
算
科
目

会計

03

道路橋りょう費安全で安心して暮らせるまちに 項 02
基 本 目 標 健やかな暮らしを支え、安全で快適に暮らせるはつかいち 款 土木費

交通安全対策事業費重 点 的 取 組

政 策 目 標
犯罪や交通事故などが少ないまちをつくる 目

事業名
高齢者あんしん歩行事業高齢者あんしん歩行事業高齢者あんしん歩行事業高齢者あんしん歩行事業

事業開始年度 平成

交通安全対策の強化

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

高齢者
・安心して住み続けられる、高齢者にやさしいまちづくり。

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 自治会、老人クラブ等
・整備内容の検討、現地確認、検証等
・改善方法の検討と事業計画
・交通安全施設の整備

平成２３年度決算

    国   庫   支   出   金

9,949,800

    そ   の   他（使用料など）

    市  （ 市税 な ど ）

人

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

    借   入   金   ( 市 債 )

  人  件  費  (按 分） B

備　考平成２４年度予算 平成２５年度予算

20,000,000 15,000,000

20,000,000

0.30 人 0.30 人

15,000,000

2,657,100 2,625,600

②

市民1人当たり 84
①

9,949,800

人口（4月1日現在） 118,353 人 118,353

22,657,100 17,625,600

人 118,000 人

191 149

Ｈ２３
実績値

Ｈ２４
目標値

120

Ｈ２５
目標値

H２７
目標値

備考

91

０ ０ ０

9090
目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

高齢者の交通事故発生件数 件 176

活
動

道路の改善 箇所

H21-167件,H22-132件

急速に高齢化が進むなか、安心して住み続けられる高齢者にやさしいまちづくりのため、市内中心部の
生活経路において、高齢者の生活に配慮した道路の改善を行う。

15,000


